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最寄りの書店へご注文ください　税 10％込の価格です 

Tel  03-3263-3817
Fax 03-3263-2410

言語・コミュニケーション 
発達の理解と支援
ＬＣスケールを活用したアプローチ

大伴潔・林安紀子・橋本創一編著　

言語・コミュニケーションの発達だけではなく、認知や
社会性などの研究領域の知見も交えて、発達過程の理解
を深めるための情報を整理。発達を多面的に理解し、子
どもに合った効果的な支援につなげるための１冊。

B5 判●定価 3080 円（税込）

本スケールは 65 の課題で構成されています。ことばが出現していない子どもに対応する初期の
発達にかかわる課題から、文章の理解やルールの説明など、就学前の子どもに対応する比較的高
度な内容の課題まで、発達段階に応じた幅広い課題構成となっています。

各課題を通して、ことばを使って口頭で答え
る表出的側面と、絵の指さしなどで答える言
語の理解的側面、さらに、ことばの使用の基
礎となるコミュニケーション的側面を評価し
ます。なお、本スケールでのコミュニケーショ
ン課題は、対人的かかわりの基礎や、文脈に
沿った発話の前提となる状況認知、情緒的状
態の理解、ルール理解、他者への配慮などの
領域を対象としています。

本スケールでは、子どもの言語発達段階の大まか
な目安として５つの発達レベルを設けています。
①�「ことば芽生え期」：表出語彙をもたないが、
コミュニケーションの基礎が築かれている
時期。
②�「一語文期」：有意味語は獲得されており、
語連鎖の形成に向かっている時期。
③�「語連鎖移行期」：２語連鎖の表現が可能
であり、そのスキルを使った表現・理解を
広げつつある時期。言語発達の程度により、
語連鎖移行・前期と語連鎖移行・後期に分
けています。
④�「語操作期」：ことばを説明や論理的思考・
表現の道具として使うことが一層可能にな
りつつある時期。
⑤�「発展期」：より抽象的な語彙を獲得し、助
詞・助動詞による複雑な表現へと展開しつ
つある時期。言語発達の程度により、発展・
前期と発展・後期に分けています。

構  成

施行の流れ

評価結果を
支援につなげる
ためのテキスト

「手ごたえ課題」のみを発達の順序に沿って施行します。
最も高いレベルの「手ごたえ課題」から、子どもの大まかな「発達レベル」（「ことば
芽生え期」「一語文期」「語連鎖移行期」「語操作期」「発展期」）を見出します。

「発達レベル」に対応する課題を行います。
結果を採点し、LC 年齢、LC 指数を求めます。

「領域別まとめシート」に結果を転記し、子どもの長所と課題を明らかにします。

12

表 2.1　LCスケールの課題構成
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